
 

 

  

北洋銀行グループ経営理念：お客さま本位を徹底し、多様な課題の解決に取り組み、北海道の明日
あ す

をきりひらく 

 

 

 

 

2022年 12月 21日 

各 位 

   株式会社北洋銀行 

 

有限会社日本クリーン様が 

SDGs(エコ)私募債（保証協会保証付私募債）を発行 
 

有限会社日本クリーン様（本社：札幌市、社長：杉田 泰亮氏、資本金：300 万円）は、2022 年 12 月 22

日に第 3 回無担保社債（株式会社北洋銀行・北海道信用保証協会共同保証付）「SDGs（エコ）私募債」5

千万円を発行します。年限は 5 年、受託（財務代理人に就任）・引受についても北洋銀行が行います。本

件私募債の調達資金は事業資金に充当する予定です。 

 

同社は 1996 年設立の産業廃棄物収集運搬業者で、札幌市内および近郊の建設現場等から排出され

る産業廃棄物を、中間処理業者または最終処分業者へ収集運搬しています。 

基本理念を「すべての事業活動において環境負荷の低減に努め、地域社会環境および地球環境への

影響に配慮するとともに、資源循環型社会形成の推進が現代社会において必要不可欠であることを認識

し、産業廃棄物処理事業においてリサイクルの更なる向上を図り、限りある資源の有効活用に努めること」と

し、2016年 6月より「エコアクション 21」に登録するなど、環境配慮にも積極的に取り組んでいます。 

また、今後はＳＤＧｓに向けた取組を強化することを方針としている企業です。 

 

「SDGs（エコ）私募債」の発行は、環境に配慮した取組みを自主的・積極的に行っており、かつ国もしくは

地方公共団体等の認定、登録を受けた企業に限定されます。また、企業規模、財務、収益内容について

の厳しい発行基準（適債基準）を満たしていることが必要であり、発行企業は“環境保全に貢献している優

良企業”として社会的評価がなされます。 

「SDGs（エコ）私募債」は、銀行保証型、保証協会保証型の 2 種類があり、「SDGs（エコ）私募債（保証協

会保証型）」は物的担保の代わりに信用保証協会と取扱金融機関の共同保証を受けることで、無担保で社

債発行が可能になるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

北洋銀行グループは、2018年 12月「北洋 SDGs宣言」 を表明し、地域の持続的成長

支援と社会的課題の解決に取り組んでおります。なお、SDGs に関連するプレスリリース

には、該当する SDGsのアイコンを明示しております。 

【SDGs】2015年の国連サミットで採択された、持続可能な世界を実現するための 2030年

までの国際目標。17のゴールと 169のターゲットで構成される。 


